
–1– 

 

4 

6 

Gillett’s NotesGillett’s NotesGillett’s Notes   

5 

2 

3 

1 1 2 3 4 

5 6 



–2– 

 

はは  じじ  めめ  にに  

松山東雲中学・高等学校の第6代校長 C.S.Gillett(1894~1961) は、礼拝や折々の

トークをA5版(3穴)の6冊のファイルノートに、タイピングや手書きで残してい

た。本書はそれらをデジタル保存すべく作成したものである。 

これらのノートには欠落した部分もあり、ページが飛んでいたり、内容が途

中で切れていたり、途中から始まっているものもあった。中にはファイルが破

損していたものもあった。編集委員会のもとにあった6冊分のノートをすべて

スキャンし、ワープロ入力し、さらに漢字仮名交じり文に変換した。原文に忠

実をモットーに漢字仮名交じり文にしたので、日本語としては十分でないとこ

ろはあるが、それはジレット語としてご理解をいただきたい。 

ジレット編集委員会は、2002年12月に活動を始め、6冊分のノートの中から

選んだ55編を「タイプライターは語る」として2003年9月に出版した。その

後、ノートの散逸を防ぎたい、保存したい、多くの人に知ってもらいたいと願

い、全6冊のデータ化を開始した。 

「タイプライターは語る」は、読み物として編集したので、原文と多少表現

の異なる部分があるのもやむを得ないことであった。しかし本書は「原文に忠

実に」を第一に作業をした。 

C.S.Gillett はタイプ打ちした文を何回も声に出して読んで、周りの人におかし

いところはないかと尋ねたと聞いている。さらに強調したいところ、息継ぎを

したいところには手書きでマークを入れ、頻度の高い言葉は略号を使ってあり

と随所に苦労のあとが見える。病気をされ、半身不随になってからは、タイピ

ングはアシスタントの方がされていたということである。口述筆記の部分も

あった。またC.S.Gillett が使用していたタイプライターは、今も「みつばハウ

ス」に保存されているが、ノートの中にはタイプライターの字体が異なる個所

もあり、口述筆記したアシスタントが他のタイプライターでタイピングしたも

のかと思われる。 

作業中、原文を読んでいて、C.S.Gillett 先生の話す声が何度も耳によみがえっ

てきて、学生時代を懐かしく思いだすこともしばしばであった。 

予定よりも完成が遅れたのは残念なことであったが、作業が完了したという

ことだけでほっとしている。 

松山東雲学園の戦後の復興を成し遂げた C.S.Gillett の信仰者としての人とな

りを窺い知ることのできるノートだと思っている。 

伊神 美和子 
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● 本書は、ローマ字書きのジレットノートをもとに構成されている。  
 

● 各ページの左半分に原文のスキャン画像を、右ページの上半分に原文を

ワープロによる機械うちにしたもの、下半分に漢字仮名交じり文(日本字

文)に置き換えたものである。 

 

● 日本字文の表記について 

◇ 表題のない場合は、書き出しを表題とした。 

聖書・讃美歌の表記は、原文当時のものを使用した。 

表題はBold(太字)を使用した。 

日本字文は漢字仮名交じり文とし、原文が日本語でない個所は、原文

 のままとした。 

◇ 表題のページ 

 1行目：聖書箇所・讃美歌№、行末にページ№ 

2行目：表題、(サブ表題)、日付、(サブ日付) 

3行目：1行あける 

4行目以降：本文 

◇ 表題の次ページ以降 

 1行目：ページ№(行末) 

 2行目：1行あける 

 3行目以降：本文 

◇ 原文が白紙のページについては、文の容量を明確にするという意味で

 ページ№(日本字文の右肩に表記)を振っていない。 

◇ 蛍光ペンの詳細 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 原文の表記について 

◇ 手書きの改行マークと思われるものには、「¶」(ラテン1補助)を当

てた。 

◇ ローマ字表記中、長音の上部に手書きで加筆されているものには、

下記のもの(ラテン語拡張A)をローマ字長音に代用した。 
 

    

 
 

 
 
 
 
 

◇ 手書きによる加筆は原則として斜体文字とし、青色を使用した。朱

による加筆は赤色を使用した。 

◇ 原文作者による、強調のため､あるいは息継ぎマークと思われる記

号には「’」etc.を当てた。 

◇ 段落(行頭)は、読みやすくするため、4字分のスペースをあけた。 

◇ 使用頻度の高い語句を簡略表記してあるものは元の語句で表記し

た。 

  例：a u → ああいう 

  K-s-no → 神様の 

  xtian 、Xn → クリスチャン 

  a-. →. ある。あります。 

  om-su.、om-s. → 思います。 などなど 

 

● 用字、用語については原文に従った。 

● 文中には、明らかに思い違いと思われるものもあったが、文中で主要な語

句は改めなかった。 

● 讃美歌は当時の表記を使用した。 

● 聖書の引用は原文に拠った。 

 
 
 

凡凡          例例  

引用聖書・讃美歌：青の蛍光ペン 

主の祈り：緑色の蛍光ペン 

疑問用語：黄の蛍光ペン 

不審事項(原文の喪失など)：赤の蛍光ペン 

編集委員会で記入した部分：グレイの蛍光ペン 

Ā ā     

Ī ī     

Ū Ŭ ū ŭ 

Ē ē     

Ō Ŏ ō ŏ 
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クレアランス・シャーマン・ジレット・年譜クレアランス・シャーマン・ジレット・年譜  
 1894年9月20日、米国カリフォルニア州南パサディナの典型的なピューリタン

一家に生まれる。 
 父の希望によりハーバード大学で法律を修めるが、第一次世界大戦では海軍を

志願し士官学校で訓練を受けるなど、法律家の道を歩み出すことはなかった。

大戦終了とともに除隊。 
 1920年、マリオン・マゴンと結婚。 
 1921年、コロンビア大学宗教教育学科(ＭＡの学位取得)とニューヨークのユニ

オン神学校を卒業。在学中に海外での宣教に使命を見いだした。 

年  月   
タイプライター

は語る 
1921年 アメリカン・ボード (米国伝道会社。以下

｢ボード｣) の派遣により来日。 
  

21～23年 東京で日本語を学ぶ。 
この間、マリオンが小児麻痺を発病。ま

た、第一子を失う。 
  

23年 関東大震災に遭遇し、救援活動にあたる。

このため松山派遣の予定が変更される。 
  

24～35年 仙台にて、バイブルクラスやクラブ活動を

通じ、青少年の指導にあたる。 
  

25年 ドナルドを養子とする。   

27年 マリーを養女とする。   

28～34年 松山女学校(現松山東雲学園)理事。   

31年 第二子キャロル誕生。   

35年 一時帰米。コロンビア大学教育学博士の学

位取得。 
  

36～41年 同志社の招聘を受け、同志社高等商業高校

(京都)で英会話・宗教教育を担当。 
  

37年 日中戦争勃発。   

38年 ドナルド、白血病で死去。同志社墓地にジ

レット家の墓を作り納骨。 
  

40年 日米関係が不穏になり、マリオンがマリー

とキャロルとともに本国へ送還される。 
  

41年 日米開戦により、やむなく帰米。   

41～45年 西海岸の在米日本人収容所にて活動。   

45年 松山大空襲。終戦。   

45～48年 トラック島にて、南洋諸島の教会や学校の

ための復興支援活動。 
  

47～50年 ホイテ元校長来松し、家政館地下に住んで

戦後の学園復興に尽力。また、今後の学園

を託す人物をボードに要請する。 
  

49年6月17日 再度、ボードの派遣により来日。船上に

て、松山東雲中高から校長就任の要請があ

ることを知らされ、即座に受諾、無線電話

で学校へ返信する。 

  

      6月24日 松山東雲中高に到着。   

8月 ボードが校内に再建した宣教師館(｢みつば

ハウス｣に入る。以後、生涯ここを住まいと

する) 
  

9月 松山東雲中高第六代校長に就任(理事長を兼

務)。 
｢みつばハウス｣でバイブルクラスを始め、

女学生や松山教会の青年が参加する。 

  

11月 ジレット夫妻歓迎式。   

49～51年 莫大な私財を投じて、ピアス館・家政館・

体育館を建築、落成。 
キリスト教教育の理念を明確にしたいと考

え、校門に校訓を刻む。 
(｢高遠なる理想・敬虔なる信仰・真摯なる

努力・清純なる愛情・私心なき奉仕｣ 
 "Let only the Eager,Thoughtful,Reverent enter 

here."  "And go forth prepared to serve God and 

thy neighbours.") 

  

50年 松山教会にて、英語礼拝を始める。市内各

所にて、バイブルクラスを開く。 
引っ越しの理由 
杯の中の血 
人を審くな 
家政館定礎式 
生徒会の憲法 
アセンブリー・アワー 
ホイテ先生の話 

51年 生徒会主導による｢無監督制試験｣が初めて

実施される。 
ほしいものを 

選んで払う 
気落ちせず 
「コルバン」 
責任を果たす 
見える目 
見えることは 
砂から真珠 
祈り(1)、(2) 

教育方針について 
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51～54年 同志社の理事を勤める。   

52年 マリオンがみつばハウスで行っていた 
料理・手芸の講習会をきっかけに、｢カレッ

ジ｣が設立される。 

主の祈り 
心を変えて 
大人に成長 
クリスチャンの生

活は輪であります 
バザーの感謝 
洗礼を受けた時 
力が与えられてくる 

53年 学寮建築(｢めぐみハウス｣) 寄宿舎の式辞 
創立記念日 
時間を使うこと 
ビタミンのたとえ 

54年 一時帰国し、諸教会を訪問。(支援への感

謝・学校教育の報告・さらなる援助要請)し

かし、3ヶ月後脳出血で倒れ、半身不随とな

り、ボストン郊外で静養に入る。渡日を禁

じるボードに対し、帰校を熱望。ボードは

熱意に負け、後任校長を選定するという条

件付きで渡日を許可。 

絶えず祈る 

55年9月12日 夫妻で帰校。みつばハウスでヒューステッ

ド宣教師とともに暮らす。 
  

56年 松山教会の新会堂建築に際して、資金援助

を行う。 
信じることとすること 
自分の利益を 
求めない 
使命の自覚 
一生懸命すること 
COMMUNITY 

SPIRIT 
就職について 
新しい世界 

同年 生徒会が無監督制試験・パンの無人販売な

どにより｢優良高校生徒自治会｣として県か

ら表彰される。 

57年 ＹＷＣＡの発案で、野外礼拝堂(｢グリーン

チャペル｣)を作る。 
学園の伝統を守る 
BY THEIR FRUITS 
神の愛について 
職員の聖書 

57年 カレッジ館を建築、栄養学院を設置する。 

58年 多年の教育への功績により、勲五等双光旭

日章を受ける。 
愛と意志 
主に従うこと 

 59年  道は一つ 
I PLUS YOU 

お医者さんを呼んで 
見えない精神の働き 
宗教教育について 
十二月という月 
残念を無くす 

60年 アッケンバック宣教師が着任し、みつばハ

ウスでともに暮らす。 
狭い門から入れ 
神と共にある生活 
神から愛されて 
いる生活 

61年4月 学園が名誉校長の称号を贈る。二宮源兵氏

が第七代校長に就任。 
自分の重荷・収容力 
さようなら 
75周年記念式兼 
ジレット館献堂式 

61年5月27日 ジレット記念館落成式(1階調理室、2階食堂

兼大教室、3階生徒会センター)。ジレット

夫妻にとって教職員との最後の集いとな

る。 
6月12日 みつばハウスにて、マンデー・イヴニング

の英語セミナーが始まる直前、ソファーに

座っていて落としたステッキを拾い上げよ

うとかがんだその姿勢で倒れる。 

  

6月17日 午後9時5分召天。66歳   

6月20日 学園葬が行われ、約2,000人が参列。 
遺骨は、松山教会の納骨堂と京都のジレッ

ト家の墓に納骨。 
  

7月17日 
勲四等瑞宝章が贈られる。   

7月20日 マリオン、帰国の途につく。ジレット葬儀

に寄せられたものはすべて奨学基金として

学園に寄付(後の｢ジレット奨学基金｣)。 
  

80年 マリオン召天。遺言により、松山教会の納

骨堂と京都のジレット家の墓に納骨。 
  

81年 学園は、ジレット家の墓を京都から松山の

｢道後聖墓苑｣へ移す。 
学園では、毎年ジレットの召天日である6月

17日に記念礼拝を守り、ジレット奨学生に

奨学金を授与し、放課後に墓参をしてい

る。 
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日本聖書協会「聖書」文語体 (1952年版) 

日本聖書協会「聖書」口語体 (1985年版) 

日本基督教團讃美歌委員会「讃美歌」(1948年版) 

日本基督教團讃美歌委員会「讃美歌」(1954年版) 

 

教文館「キリスト教大辞典」(1963年) 

教文館「キリスト教歴史大事典」(1988年) 

日本基督教団出版局「キリスト教人名事典」(1986年) 

新潮社「世界の歴史と文化 中国」陳舜臣・尾崎秀樹 監修 (1993年) 

朝日新聞 

愛媛新聞 

eChurch Japan (http//echurch-jp.com/) 

 

新教出版社 「タイプライターは語る」(東雲四季ごよみ) （2003年） 

松栄印刷所 「のこされた杖」復刻版 （2007年） 

 

松山東雲学園百年史編纂委員会「松山東雲学園百年史(通史編)」 

 (1994年) 

喜びの人生刊行会「喜びの人生－愛媛のクリスチャン群像－」(1999年) 
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